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問 答

質問の部
（54）　山本先生。「萬有科學大系」第一巻の申

の先生御著「天（st？字寅」昨日漸く讃了。丞相

さるy所甚大○厚く御禮申上甑。さて讃過の途

中三つ四つ心づきし誤湯薬適思にろ」星占堪れ

あし）　．下に記載致し候問題一萱下されナこく候

且92，上段、赤道直擁や南北直痙ミあるば雫

　径の下りに越すや？

工）．234及び235・恒星の直裡について、アー

　クトウルが太陽の45倍書20倍書1：nベテ）V

　ギウズが135倍ε300倍劇こなれるが何れが

　眞か？
P．242・　銀河毎春巨星の葦i乏の中iこ「《盛つつ」孟レ、2；、

　星座の名のラテン名1工何なりゃ？「惑そり」

　の誤りか（思itろ。

P・284．第百八十九圖中の「）jゲr’v」に「ベデ

　ルギウズ」　の誤りならすXつ？

1）．329，ラプラスの星雲設が1895年獲i菱εあ

　るほ勿論1795年の誤りならんQ（入月二十九

　日、岩村）

（55）　山本氏回天禮ミ宇宙」第88頁の遊星の．

表の中の地球の公韓週期365．26電あるば365。2

4の誤りに非すや？（WK）

（56）御多忙中誠に恐縮に候へこも下寵御敦

示の程伏して懇願奉り候（城内）

　1、天王星の養見者の名

　2、海王星獲見者の名

解答の翻
（54　最後の校正bf・出版者に委ぜナこものです

から誤植が多少あろのな御零の毒に思ひま
す。（今年末、再版の時にに嚴密に修正するつ

もりですが。）さて、御質問の個所について、

P．92．上段、赤道直裡や南北断璽匡皆御説の

　通り、孚裡の誤りですo

P．234及び235・恒星の直面書して第234頁

　に掲げてあろの［tラソ．匂レ教授の数理計算

　によるものです。（「天界」第一春第六號第93

　頁参照）しかるに第235頁のば恥レソン山
　の「百吋」の干渉計によう實測の結果です。

　故に此の爾者が正しく一‘致しないの匡止む

　を得まぜん。一之れ匡誤殖で（tありまぜ

　んo
R242．「くわり」は確［t「さそ瞬」の誤りで

　すσ庇の同じ表の申に三ケ所’あります。御

　直し下さい。又「《：藷）ん庵皇騨」も「かんむり」

閑↓准
旦

　の誤りです。

P・284・「））ゲ．lv」lt亦「ベテルギウズ」の談り

　でず。

P・329・ラプラス説〔耳796年です。御直し下

　さい。

膚ほ、；其の外に、下の如く訂正して下さい。

頁

73（第6圖の説明）

　誤　　　　正

相封指数　　網欝数
92（左より四行目）（一九〇八年x一一九〇七年）

109（第42圏の観明）東端で星

145（第70圖の読明）　ゾナカン

〃第72圖の撮影者巨神戸の

153（第81圖の中）星の軌這

164〔下段第四行）　　　　えから

168（第IO1圖説明）　　　からほ

170（下段左から十行目）　一確

174（上段左から三行目）況頃まで

〃（下段左から六行目）幾千幾萬

181（第114∫脇棚）　四十三京
］82（第115圖説明）　　　　　　　　四二

東端セ星

ブチカン

森下助次鄭氏

　木星の三二

　　　元から

　　からのほ

　　午前一時

　　近頃なほ

　　　幾千萬

　　四十三兆

195（表中のr馬蹄星雲」の記事）Ct形1

193（中段第11行）

203（下段左より第4行）

204（上段第6行）

11　17
225（下段第6行）

237（上段第8行）

〃　（　〃　第12行）

〃（中段第11行ノ

〃　（　〃　第工9行）

239、第16G圖の申訳部）

244（第163圖）

247（申段左より第2行）

270（上段の表）

　ABC
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　　が

　　が

距離比

三、級

　工の

　1星
　1星
　19］2

四兆

Ω形

Abc

　ガ

　ガ

　ガ

距離の艶

三級、

　のエ

　1星
　1星
　191i

　　　　　　　　左圖の上下左右を韓倒す

　　　　　　　　　　　　　氏　民が光電
　　　　　　　　　カンオペアカシ’オペア

27i（第185圖の翫萌第四行）が星　　　　ガ星

290第1％圖1エメシア第三號の引回である。

322（上段左第4行）

324．第235圖は取清し

330第238圖ば取り言倉し

382（表の中）

397（表の第6行）

397（表の第24行）
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